
宇都宮大学共同教育学部教育実践紀要　第7号　別刷

2 0 2 0 年 8 月 3 1 日

司城紀代美・栃木市教育委員会・栃木市立栃木中央小学校

発達障害の可能性のある子どもたちの 
つまずきに応じた指導





－619－

発達障害の可能性のある子どもたちの 
つまずきに応じた指導†

司城紀代美*・栃木市教育委員会**・栃木市立栃木中央小学校**

宇都宮大学大学院教育学研究科*

栃木市では，文部科学省より「発達障害の可能性のある児童生徒に対する教科指導法事業」の委託を受け，
子どもたちが「できた」「わかった」を実感できる「ユニバーサルデザインの視点に立った授業づくり」の
実現に向けて平成30年度から令和元年度にかけて，研究を行ってきた。
本稿では，子どもの特性把握のために活用した「すくすくUDシート」と普及・啓発のための実践事例集
を示す。研究の成果としては，教員の意識改革，児童の変容等が見られた。取り組みをさらに継続し，広げ
ていくことが必要であるといえる。

キーワード：発達障害，教科指導，授業研究

1．はじめに
栃木市では，文部科学省より「発達障害の可能性
のある児童生徒に対する教科指導法事業」の委託を
受け，子どもたちが「できた」「わかった」を実感
できる「ユニバーサルデザインの視点に立った授業
づくり」の実現に向けて平成30年度から令和元年
度にかけて，研究を行ってきた。
この研究においては，発達の特徴は一人一人異な
るものであり，各教科の学習場面によって学び方も
様々であることから，児童生徒の多様な特性に応じ
た具体的な指導事例を蓄積してきた。
本稿では，子どもの特性把握のために活用した「す
くすくUDシート」と実践事例を示し，研究の成果
と課題を整理することとする。

2．実態把握のツール「すくすくUDシート」
すくすくUDシートは，子どもの発達や認知の特

徴と教科の指導の中でのポイントとを結びつけて授
業に活用できるようにしたものである。「すくすく
シートUD」の特徴の中から3点を挙げて示す。
（1）具体的な姿で示される児童生徒の特徴
発達の特徴では，チェックリストや各種テストの
結果に加えて，学校生活，授業場面の中で見られる
具体的な子どもの姿に着目した。その際，苦手なこ
とだけでなく，得意なこと，その子の強みになるこ
と，支援があるとできること等を多面的に記載した。
以下は，読み書きを苦手とする小学1年生児童の特
徴を示した例である。○は得意なこと，●は苦手な
こと，△は支援があるとできることである。
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図1　発達の特徴（弱み・強み）の例

（2）教科や単元に即した子どもの姿の予想
子どもがつまずく場面，うまくいく場面を予想し
てシートに書き込むこととした。教科の内容と結び
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付けて考えることでより具体的な子どもの姿を予想
することにつながる。また，ここでも，つまずきの
場面だけでなく，うまくいく場面を合わせて予想し，
授業の中で生かすことを目指した。
前述の小学1年生児童について，国語の「うみの
かくれんぼ」において予想される姿を記述したもの
が以下である。
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（３）全体での指導のポイントと個別の支援 

 予想される子どもの姿を踏まえて，指導のポイン

トや支援方法を検討する。その際，全体で行う指導

のポイントと，その子どもに個別に行う支援の両方

を記載することとした。 

 
図 3 指導のポイントの例（小 1国語「うみのかく
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３．実践事例 

 実践事例としてまとめたものを次ページ以降に

示す。 

 

４．研究の成果と課題 

 本研究の成果と課題について，3 つの視点から示

す。 

（１）教員の指導力の向上 

・研究をとおして，授業づくりの視点が教師側から

子どもに移り，子どもにとっての学びやすさを追

求した授業を行おうとする教師の意識改革につな

がった。 

・「つまずきの改善」のための指導だけでなく，「強

み」を生かした指導の有効性が実感できたことか

ら，個に応じた指導に対する教師の意識の変容が

見られた。 

・今後，教員が主体となってアセスメントを進める

ことができることが必要である。 

（２）児童生徒の変容 

・つまずきだけでなく強みを生かした学習により，

参加，活動の場面が増え，学習に対する自信や意

欲につながった。 

・自分に合った方法を選択したり，多様な考えを認

め合いながら学んだりする学習スタイルが身につ

いてきた。 

・対象児の個別の目標達成が教科目標の達成につな

がるような「できた」「わかった」の経験を積み

重ねていくことが必要。 

（３）普及・啓発 

・各種シートや事例集。リーフレット等を作成する

ことができた。今後さらに他の学校や教員へも広

めていくことが必要である。 
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（3）全体での指導のポイントと個別の支援
予想される子どもの姿を踏まえて，指導のポイン

トや支援方法を検討する。その際，全体で行う指導
のポイントと，その子どもに個別に行う支援の両方
を記載することとした。
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図3　�指導のポイントの例（小1国語「うみのかく
れんぼ」

3．実践事例
「すくすくUDシート」を活用して行った授業の
事例を整理し，実践事例集を作成した。理科の事例
の1つを次ページ以降に示す。

4．研究の成果と課題
本研究の成果と課題について，3つの視点から示
す。
（1）教員の指導力の向上
・	 �研究をとおして，授業づくりの視点が教師側から
子どもに移り，子どもにとっての学びやすさを追
求した授業を行おうとする教師の意識改革につな
がった。

・	 �「つまずきの改善」のための指導だけでなく，「強
み」を生かした指導の有効性が実感できたことか
ら，個に応じた指導に対する教師の意識の変容が
見られた。

・	 �今後，教員が主体となってアセスメントを進める
ことができることが必要である。

（2）児童の変容
・	 �つまずきだけでなく強みを生かした学習により，
参加，活動の場面が増え，学習に対する自信や意
欲につながった。

・	 �自分に合った方法を選択したり，多様な考えを認
め合いながら学んだりする学習スタイルが身につ
いてきた。

・	 �対象児の個別の目標達成が教科目標の達成につな
がるような「できた」「わかった」の経験を積み
重ねていくことが必要。

（3）普及・啓発
・	 �各種シートや事例集，リーフレット等を作成する
ことができた。今後さらに他の学校や教員へも広
めていくことが必要である。

令和2年4月1日 受理
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